
【特記事項の記入上の注意点等について】

☆小松市のホームページからダウンロードして記入してください☆
　[高齢・介護]→[要介護認定の申請方法について(認定関係様式等)]→［ケアマネジャー向け］内にあります

「できる」「介助されていない」を選択した場合も、必ず特記事項を記入してください（すべての項目）

調査対象者コード、調査日、被保険者番号は、Wordのヘッダーの編集から入力できます
手書きでも差し支えありません

調査対象者コードは、認定調査票マークシートの右上「調査対象者コード」(例では２０２６０００１２３４５）を記入してください。

各調査項目について、点線間には１行に複数行を記入せず、１行には１行のみ記入するようにしてください
（行が足りなくなった場合は、行の挿入（追加）を行い、次の行に記入してください）
余った場合は行を削除しても差し支えありません この数字は消さない、動かさないでください。 調査委対象者コード（１２桁）になるように記入ください。
なるべく３枚で収まるようにお願いします （各セルに１つずつ数字をご記入ください。）

※地名や施設名等の個人が特定できるような情報は記載しないで

ください。

例：「〇〇県在住」→「県外在住」

「○○ホームに入所」→「特養に入所」

「○○病院に入院中」→「市内病院に入院中」

※利用希望のサービスは記入しないでください。

※点線内には１行につき、１行のみ記載してください。

（複数行の記載はしない）

上記（1-1.2）にあるように、1行でおさまらない場合は、改行し、

点線の下の次の行に続きをご記入ください。

※必ず全ての項目について、記載して下さい。

特に、「できる」「介助されていない」の項目については、どの

ようにできるか、具体的にご記入ください。

「一部介助」や「全介助」の場合、どのような介助をしているかを記

※調査時と日頃が異なる場合、日頃の状況についても記入して

ください。

※（３－４）については、調査時の直前記憶の質問・記憶テストの

有無、日頃の様子を記入してください。

※行が不足の場合は、各群に行を追加してください。

ここには行を追加しないでください。
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※誰に確認したのか記入してください。

※該当がない場合、特記事項に「該当なし」と記入してくださ

（資料１－３）

(1-1）両上肢は自力で最大可動域である60°まで前方向・横方向ともに

挙上・静止できた。両下肢は全く挙上出来ない。その他麻痺は無し。__

(1-2）両肩関節は前方向・横方向ともに他動で60°までしか挙上出来な

かった。その他の関節には拘縮は無かった。＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿


